
資　料

インドネシアの環境問題についての

若干の紹介（5・完〉

ある東南アジアレポートから一

神　戸　秀　彦

＜ケーススタディ＃§　イ琴アン・ジャヤll船難Jayalの飛行鳥＞

　イ肇アン・ジャヤの多様な生態系は、大変豊富な種類の野鳥を抱えている解、

その申でも簸も有名なのが極楽鳥（丁醜醸継so｛βar3虚se｝（P厳361sae継aeの

伸闘）である。イ夢アン・ジャヤにみられる蛇種は、麟瞭α丁奮S条約（純減の

おそれのある野生動縫物の種の国蝶敢勇1きに関する条約一神戸淺1のもとで保

護され、また、大部分はインドネシア法のもとで保護さ為て》、る。にもかかわら

ず、そのス婁ジングな羽毛で有名なこの紳問の雄に嬉する需要はだんだん塔太し、

その皮はイジアン・ジャヤから翰墨され、それ・は毎年5万羽の割りと箆られてい

る。金銭的な動機、密輸と略奪の機会、高レベルの需要．そして監醗システム

の弱さといったものすべてが、野．糶取蓼撰きを絶え閥なく行わせる要馨となっ

ている。

　玉羽の雄を捕らえることは、i年当た鯵欝窮の子孫が生まれないのと講じ数

を愚昧する。なぜなら、それぞれの雄が5羽までの権手を持ち、それぞれ損年

に2つの舞を産むからである．遜楽鳥は、森林の両辺に窪み、蔑つた薮や近く

の焼き熔で鱗を取るので、多くの農業地域で、害虫の数を搾さえるのに役に立

っている．ジャヤプラ（」＆ya脚鍛1の透くのシクロップス（Cycめβs癒におい

ては、狩猟が増大した蕗では、虫の問題が一腰解決されにくくなっていること
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行敢縫会論集　第9巻　第i号

が観察され，て》、る。

　地方のP簸PA　（国家保全局〉の事務駈は、保護種と葬保護種の狩猟の舗銀

に麗する甕存の規籍に関して、地方住民を方肉付け、教臠することになってい

る．しかし、森や村の多くの人々は、焼議彗に依然として無知であ賦しばしば

極楽鳥の取箏瞬きにも聡わるようになってきている。イ夢アン・ジャや全体の部

族が金銭経済に入蓼込んで行くにつれ、金銭への要求が高まっていく・特に・

著者が取箸込まれて、不法な野鳥取穆引きに入っていっている。

　・活篤しうる産勃（非木材の森秣産勅一神戸注、以下講様／の豊富さと質

　・資源醗発のために要求されるエネルギーと時間

　・産物に申し鐵されている懸路

　・需要

　・代替案として縫の叡入源

　・家縫内の不安定就業の程度

　・斎場への財政的および勃理的なアクセス

　・市場の機会に関する椿報

　・代替勅

　・代替物に聴する文化的態度および人の静み

　・産勃の講一性、勝i在、撫工に絶する知識

　・産勃の綻罵に麗する知識

　・特欝の産勅にまつわる文化的な重要性の程凌｝｝

　纒楽鳥の場合には、特に最後のポイントが重要である・伝統的には、こ蕊ら

の種は．地方建民によって神聖なものと考えられている。慣習によれば、多く

のイ夢アンの民族グループにおいては．部族長だけが神聖な鳥を捕らえ、羽を

身につ酵ることが許される、と伝えられている・部族長達は・極楽鳥の漸在・

擁らえ方、そして最も見つけ易い鋳閥に臠する特購の知識を持っている。した

がって、最近の商業化された野鳥の取零引きは、これ・らの神聖さを無橿するだ

けでなく、狩猟のために、部族長よりも部族のメンバーを雇うことによ甑縫
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インドネシアの藻箋難題についての若干の綴金（5・完）（神戸秀彦／

方の濃習や縫会構造を下から羅嶺しているのである。

　土地の人々の飽に、野鳥の取り引きにおいて、最大の役割を果たしてるのは、

インドネシア軍の軍人とその飽の高宮である．伝えられるところでは、鳥の毛皮

は、応募兵係の将校にとっての重要な証念品である。ある未公表のレポートは、

イ婆アン・ジャヤの軍人i人について、極楽鳥が3羽捕獲されたと見積もって

いる。このことは、各i，鱒0人の兵力の灘歩兵大鎌によ撃、約3万羽の極楽鳥

が、6力薄ごとに大隊が交代する前に殺さ為、または矯獲されていることを意

喋する．

　地方軍人を懸とすれば、大難分のブ費一カーは、中震人や臨癖麗seの商人

であり、イ夢アン人ではない。生きた鳥と鳥の毛皮への需要は、インドネシア

内部と外蟹（最も騒立っているのは、西ドイツ、馨本およびアメ夢力合衆露〉

の濁方から棄ている。緬格は、森林と外覆市場の閥で灘焙にもはねあがる。メ

ラウケ（Mera慮轡の透くの森から、イングランドの買手豪でに工嚢の毛皮の

懸擦は、狩猟者に支払われた3，0暮§ルピア（i、簿米ドル）から，駿集家によ琴

支払われた捻2芳5，総0ルピア（6鶴来ドル／へとじ吟じ諮と上がっていった。

ある構｛鞍源によると、ヨーロッパでは、懸i絡は3万米ドノレと4万米ドノレの問で

あると鞍告されている．

　これらの法外な懸格が付されているので、不法な鳥の取雛引きへの罰賛彗は、そ

れに応じて高いと考える人もいるだろう。ところが、それに反して、薮羽の生き

た極楽鳥を輸鐵しょうとして捕まった繭人に関する透時の事饒では、わずか7．○§

米ドルの罰金、つま珍i駆当蓼約§．葺来ド“ルが課されたに過ぎない．現在の霧場

懸格がi，憩§米ドルだということだけをもってしても、そのような少額の裁判所

の罰金が、保護主義者の闘で怒参を辱ぴ起こしたことは驚くべきことではない。

　高い駿益と弱い法の執行システムのために、不法な鳥の取静瞬きは、隆盛を

遜め続け、数字と免許献を大量に操作することにより促進されている．メラウ

ケにおいて、あるディーラーは、彼がしばしば霞分の免許釈に瞬記されている

数をはるかに超えた数の鳥を輸饑していることを認めた。ナビレ（翼a観relで
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行政祇会譲葉　第9巻　第i号

は、P縫PAは、月ごとに輸送されている鳥の確定的数字は、2魯§から50愈の閥

であると鞍告している。しかし、複数の講査によれば、合議はむしろ望月i，53§

羽か鑓，3縦雅趣・ことが示されている．i蜘年代後半からのある報告によ

れ、ぱ、i月当瞬2，§倉倉零の鳥淋メラウケから消失していると晃られている。近

年では、ナビレP磁｝Aの事務漸において、5つの輸送免許誕が鳥および種の

数において隅一であることが鵯窮した．その馨懸けだ酵が変えられているので、

このことは適燐な監椀が欠無し、または事務辮の買薮潜行われていることを示

しているのである（Pl短τ繊食詰y譲，欝9G年2月5暴〉。

　かくして、捕獲された鳥の実像の数は．P董｛PAによって寵録された合計よ

撃は、はるかに多いのである．略奪を監擁する責錘を負う役人煎買駿や取零

崩きの捷い手そのものになる誘惑によ滲、コントロールする立場を踏み越える

という事態に直面させられている。換えて、野外議練が十分でなく・また多く

のスタッフが窺灘について鰻られた知識しか持っていない。した解って・なお

多くの不法狩猟が行われ、それはまた本来監撹され、保護されているはずの保

全地域においてしばしば行われているのである。

　鳥類の保護が十分というにはほど遠いことは、火を見るよ参瞬らかである。

種の保護のための法律と瞬蟻、不法な鳥の取静弓1きに関しては・規罐ぶ存在す

る．どの種が保護され・また保護されてないのかも・購確には匿分されてない・

欠けているのはそのような矯麟を厳しく遵守し、確実にする盛観考や政癌の役

人の意識である。このような黙認が行われることによ甑毎擁韓千という極楽

鳥が、イ夢アン・ジャヤから蔑び去っており、その絃果、住民の転落とイ婆ア

ン・ジャヤの人々の聞の神聖な伝統の墜落麟もたらされているのである。

〈執筆考涯〉

至〉壷競ε鷹Bεび醗4擁認醗裏ε／鍛‘伽羅観7勉＆醜磯歪‘瞼嬬摩忍醗

　丁拗加r賞醐臨み。識漉ゴ舞s傭伽癬激動，魏魏ε瘤鷲鷹ω欝癖醜ε舟y1ひCN

　踵郷オεy富農飛，1989．
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インドネシアの毅壌難題についての若干の紹奔（5・完）（神戸秀彦）

〈ケーススタディ＃欝　ス嚢ット製紙の撤退：イ移アン・ジャヤ

　からの眺め＞

　ゼ芸たちは、上首尾の《　は傷られな》・と愚って　　　のまま’めていく。

と、株式会難アストラ算スコット（Ast獄一統硫竃｝伊TASC）のべ夢一・コテック

（8aτry　Kote矯は、イ夢アン・ジャヤのメラウケ（Mera櫨e〉のバデ（83δelに

あるパルプ・製紙工場の事業誹藪に臠する正月のインタヴューの最中に遠べた。

i年にも満たないうちに、スコット製紙会縫は、この計画から撤退した・

　株式会社アストラ・インターナショナルとの合弁で、スコットは・ユーカ婆

の農隆とティッシュの生産工場を開発する計藪を立てた。申請されている89万

ヘクタ一一ルの免許地は、元来は、約i万5千人の土纏の人々のものである。

茎｝TASCは、擁工罵のチップをi騒蚤た瞬，G§倉トン輸鐡しながら、計欝万ヘ

クタールについてi年甕た苔約i万ヘクタールを伐採し、纏林する誕悪を立て

ていた。スコットの撤退に呼応して、アストラは、今、講じような計癒を実行

する幾のパートナーを探しているところだ。

　スコット幹部は、ユーカ夢のクラフト・パルプの生産には、もはや優先権は

ないと公書した。この決定は、アストラ、致癖、そして翼GOを驚かせた。幾

つかのNGOが騎稀であると主張する一方、イ夢アン・ジャヤでは、このニ

ュースは、驚きと露惑，そして動揺が混ざり合って違えられた．ある環境保護

主義者は、スコット製紙の撤麟こより、一璽

亘一、と指摘した・
　ASCの誹蚕のニュースがNGOに届いた時、最初の反感は、誹醗反蝿のそ

れであった。しかし、この立場は、そのようなきつい姿勢は、長い期闘にはも

っと大きなダメージを受けるだろう、と認識されて・次第に修蓬された。種々

な饗霞淋このような立場の変化を難き趨こしたのである。
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行政縫会譲葉　第9巻　第i暑

〈話合い＞

　第一に、環境影響評懸調査やインドネシア饗GO連合よむかけられた涯力

にもかかわらず、この計蚕は進んでいくのではないか、という憶灘ぶなされ

た．全体で6億5，3§§万来ドルの投資がなされれば、ASCの謙遜は、今蔭ま

ででインドネシアにお謬る最大の単独の外露投資になるところだった。第二に、

代替案を鐡さずに、計薩に単に反録することは透携膿的とみなされ、NGOの

信矯を高めることにはあまりならなかった。第三に、ASCの計露は、イ夢ア

ン・ジャヤの森抹の最初の大規模な雛発であった・この州の森秣が広大な可能

性を持っているとすれば、纏の多蟹籍企業がそこに授資しようとすることは時

間の羅題である。というのも、ロナノレド・ビートクス（Ro舩羅Petoc㊧が、イ

夢アン・ジャヤの保全と発展に露達して配しているように、一

ジ　ヤ　は、菓　アジア全　の未　の低　の熱世雨　の　で　大の’、諦を擁

一からである．
　株式会社ASCの誹舞は、将来の投資潜どのように行われるかの先醗を示す

ものであった．したがって、NGOは、綾らがもしその政策決定プロセスにお

いて、統合的な役割を果たすなら、この誹麟および将来謙遜の結果に嬉するよ

瞬大きな影響力を持ち得るだろうと考えた。最終的には、語合いを行うという

淡定は、大饗および環境省（KL鴎と株式会社ASCの両方がNGOの礎案

（蕪脚tlを要求することにより撫遠された．

〈NGOの関心〉
　翼GOは、3っの主な話題に焦，点をあわせながら、株式会社A　S　Cとの話合

いを注意深く進めた。翼GOは、土地が、新しく来る者の必要性に応じる詩嚢

によ弩接取されてしまうので、地方住蔑は、周辺へと追いやられてしまうだ

ろう、との心醗を持っていた。バデの伝統的な部族法によれば、土地携有権は

譲渡することのできない権利であり、買った吟売った聾すること麟できな恥の

である．株式会祇ASCが、ベース・キャンプのために4ヘクタールを買った
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インドネシアの濃箋簡題についての若干の総会（5・完）（神戸秀彦／

燦に、業務の証確な性質に麗して、地方住民の中に漉蔑があった。コテック民

との会合の際に、醤GOは、土蕃の±地の権利の承認を求め、講蛾こよ瞬吏用

されるすべての土地を賃借するよう要求した．コテック氏は、これに応じる態

度を見せ、6§ヘクタ一骨レを試験農醗のため1こ取得した臨こは±地を賃鑑した・

　しかし、講じや防備筋ヘクタールの免誇地や言懸の飽蝶緬にもなされ

るかどうかは瞬らかではなかった。さらに、アストラや中央致府煎土着の土

地の権利を公的に承認するか否かも不瞬確であった。なぜなら、それ斜将来の

計爾にとって密接な関連性を持ってくるであろうからである。

　NGOのアジェンダ（話合い項鋤の第2は、地籔の農癒と工場の参簾を確

保することであった．会縫は飽の島から労働考を輸入し，地域住艮の羅馬を求

めるイ婆アン・ジャや州致癖の要求に嬉しては、リップサービスを行うの麟通

常である。少なくとも6，0§倉人の働き嚢ぶ危ういので、翼GOは、株式会縫

ASC蓬地域雇驚の保瞳を行うだけではなく、それ以上のことを求めた。最終

的に、メラウケの翼GOは、株式会鮭ASCと議し合って、工場のための熟練

労働者を供給する披徳講練センターを建設する交渉を行っていた・

　醤GOの第三の関心籏域は、地域の動縫物に薄する環境影響であった。株式

会縫A　S　Cは、この計露は環境に良好だ、と主張したが、そのような宣言では、

ほとんど撹料者を安心させることにはならなかった。主に関心を持たれたのは、

ユーカ夢のモノカルチャー経済潜地方住民の主食源一サゴヤシにどのような影

響を及ぼすか、であった．ユーカ夢と購桜に、サゴも相当の水を要求する。超

えて、翼GOは、潜在的な汚染の恐れを灘るために、パルプの撫工プロセスの

詳総を要求した。パルプおよび製紙工場は量罫中でも最悪の汚染者であ疾こ

のような工場は生態系を悪化させる脅威を持つのである。環境鶏題に絶する様

々な議論は、環境および社会的な影響評懸が完了していなかったので、結論潜

思ていない。さらに、NGOによ参企露された調査は、事業計懸の早い段購に

おいて行われたに過ぎないものだった．

　醤G　Oと株式会縫ASCの話合いは、結果として会鮭による実質的な譲歩に
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行致縫会読集　第9拳　第i号

つな溝らなかった、と主張する人もいる．株式会桂ASCの蘇意　　議論のあ

るところだ溺一は、重大な闇題に麗して法的な梅束を受けることによ瞬、裏

替け解なされていたのではない．たとえば、土鰹の権利の開題について公的な

承認が雨意されているかは疑わしい。地方の雇馬に麗しては、霞建的な労働力

の供鰭を確実にすることによって利益を得るであろうのは、究極的には会縫で

ある．最終的には、環境開題に臠しては、翼GOは株式会縫ASCの約束だけし

か得られなかった。このような約束は、環境問題を監観し、または地域からの

甕接の提案を認めるメカニズムを確立することによって追求されたのではなか

ったのである。

　株式会縫ASCに射するNGOの立場に弱さがあったとしても、株式会縫

ASCが単に公的利害縫孫の行使に関わった責紐で葬難ずるのは、認合い進行

中には時顛尚畢だったのである。NGGがその提案を饑き鐵そうとされるとい

う事実こそ、むしろ前進の一ステップと見なければならない。

　バデ地域では、地域共講体に基礎をおくゴム農園のうち欝万ヘクタール以上

は、工鱒G年代の前単に植えられた。この地域の諸々の調査は、こうした農璽を

全く無擁するわけではないにしても、一瞥を与えているにすぎない。しかし、

その予備的なデータは、こおらの農醗潜共購体に封ずる翼定的な薮入の手段を

提供し、また縫会的あるいは環境上鞍壊的ではないことを示唆している。株式

会社ASCの計懸は、NGOおよびカト夢ック協会、プロテスタント協会、そ

して地方敬府溺新しいゴム醗を麟設し、それに縫達する佳事を増進し、また運

送のインフラストラクチャーの調査を行うために、地域共同体と共に難業をし

ていた矢先に登場した。このようなフィールド活動を支援するために、2っの

翼GOは、ゴム農園の役割を肇域の経済発展への蝶介物であると考えているの

である。このような農縫の運命が瞬らかでない。というのも、それらが株式会

娃ASCの誹函へとどのように統合されていくのか、が知らされてないからで

ある。

一蓋鱒一
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　〈将来を考えながら＞

　コテック氏は、スヨット製紙の撤退の快走は、純粋に経済的運霞に基づくもの

で、スコットの消費者による国際的ボイコットヘの恐れは、その決定に影響を及

ぼさなかった、と主張している．撤退の礫露は燐として、イ夢アン・ジャヤのN

GOは、バデの人々と共に繹業をし続けるつも穆である。いくつかのレ潔一ト

によ為ば、アストラは新しい櫨手を探す一方で、俸業を続けていると捲擁して

いる、一方では、N（｝0はアストラと交渉し、またその新しい旛手にこの謙薦

の溝極的な面を最小にし、その積極的な懸を強調することを約束させようとし

ている．

　開発と環境の闇題に縫達する、NGOと産業との話合いのプロセスは、イン

ドネシアでは髭較的新しい現象である。ASCのケースにおいては、NGOは、

株式会縫ASCとの話合いにおける共通の場を設定した。翼G　Oは、株式会桂

ASCの計蚕に臠するものだけではなく、イ夢アン・ジャヤにおいてどのよう

な将来計蚕潜行われるか、に影響を与えたいと思った話合い事項を多数挙げた。

スコット製紙の撤退によ陰、鋳報交換の糸は絡たれた。翼GOは、破らが少なく

とも当癒は、決定のプ窪セスから締め農された、という意駿では後退した。不

籔に提鐵する必要のある問題は、どのようにしたら産業とNGOとが話し合っ

て、環境藤で良馨な灘発について議論すること溺できるのか・ということであ

る．

＜ケース・スタディ＃鷺1欝のケース：パルプ・製紙麟住民＞

　欝鶴年2拷i譲に、龍スマトラのスガパ（S題鋤講の欝人の中年の女性撚詫

タパヌ警ITaβa懸海のインティ・インドラヨン・ウタマズ（璽蕪賑δ醗ayo簸

磯3穣ざsl鐸轡縫のユーカ夢農園驚ヘクタールを破壊した罪で6カ月の禁羅に

延せられた。皮肉なことに、彼女らは、露分の先撮の土地に食料の穀勃を植

一i壌一
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えようとしたかどで罰せられ・たのである。この糧禿の土地は、同意もなしに綾

女らから奪われ、、蟹」縫の湧有効となったものであった。

　これは、膿∫のパルプ、レーヨン、そして紙の生産活動に帰するここ数年

の抵抗活動の最新の弼に遍ぎない。このスガパ〈S騒奮a夢鐙の女鑑の最近の命が

けの行動の地にも、工場が、適燐な環境影響評懸（獲A矯叢行われないままに

操業したため、全馨の翼GOや地方のグループ、そして地方の住民の多く撰、

直接の薄決によるだけでなく、合法的な方法で蟹」に鵡して灘っている、

　謁年にわたり、この土地は、62家族による敏敏ならびに米とキャッサバの高

台耕作のために｛吏われてきた。突然、村長（v濃a露地誕搬a霧は、至近上

蟹（準地籔長＜s癒6量s麺ct　c盤leず＞〉と協力して、土地漸有者の嗣意なく

して、65芳ルピア（36む来ドル〉という額と引き換えに、玉灘への±地の譲

護一が簡単にできるようにした。そのような取管瞬
きは、バタック（B3ta鱒地域では不法である．というのは、慣習上は、氏族長

（trlも3碁e3｛艶蹄　　このケースではバ夢ンビンβ鍵搬も搬齢族の一のみが∠玉

ゴパゴを行うことが誇されているからである・慣習法は、村長が蔀落の利益を

代表することを禁養している．

　蕉義を遺棄している法律援勘基金（Legal擬δ至難s雄滋e＝L暮紛に来たオ

ムプ・パールフタン・潔ル・シトルス㊨盤興P3rl癒皺皺Bo撮Slto撒slは、

麺入の起訴された女性を代表してこう震った、一
入の源　で　。もし、そこにユーカ夢が　えられてしまったら、菰たちはどの

よ聾こして　べていくのでしょう．これから、どのようにして隼に　をやり、

一（敷盤or、欝8§年鴛月23警〉。後女の訴えにもかかわ
らず、玉欝幹部は人々の抵抗を無視し、土地の接較を進めた。

　慣習上の伝統と法は、地方裁講辮によって無視された．というのは、後らは

裁判翫で使濡される成文の資料とこのケースの事件性との獲麟を怠ったからで

ある。

　起訴された女性達を擁護して、インドネシア議会のメンバーであるソ壁パダ・

　　　　　　　　　　　　　　　一翼2一
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シホンビン（S窃r恥磁3S撫。灘舞撫齢は、審理の莚i顛を蟻猛裁判辮に薄して訴え

た。綾の主張は、祖先の土地は、バタックの人々にとって、その生活の源として

重要だけでなく、先擁の結びつきや疑一難のシンボルとしても重要であるという

ものだった。この土地を失うことは、その一族の購一権を失うことを意験する。

　穣」に蝿する統議は、単にスガパ（S護奮a夢撮の人々から起こったのではな

く、工場の活動によ吟影響を受ける飽の住民からも起こった。ある材では、

人々は、至欝のトラックが通過した道露を封鎖した。破らは、会縫煎人々

解ハミニ璽ン（お香、幽驚に樹繕を取蓼出すことを常としている森

榛を伐採したので、叢Uに薄して腹を立てたのである。膿」嚇道鋒を建設

した時も、いくつかの水蜜が羅発土によ陰覆われてしまった。人々は土地の代

嬢を得ようとした瀞、成功していない。

　購の材では、震の道鋒のある部分が急斜面に建設され、それが通気牲のある

土砂を弱くした。さらに、羅Uのトラックの振動麟斜面を不安定にし、地滑

吟を起こして、捻人の死亡者を鐵した。憂欝は、森秣雀によ参支援を受け、

叢Uは地滑穆の責錘をとるべきだという地域住甕の追求をはねつけて、それは

純粋に察然災害であると遠べた。その上、地域住民は土地を保全すること潜で

きなかったという遷譲で無難され、よ鯵安全な地域へ移動するように害われた

のである。

　地方で抗議行動摂続けられる一方、ワハナ・夢ンクガン・ヒンドゥップ・

インドネシア（W麟a簸＆L搬g盆腿響膿Hl綴囎訟6G鷺es重a霊WAL蚤｛夏／と叢U

の総の訴訟嬢ジャカルタで、また地方農罠と厭」の闘で補償の権秘をめぐる

訴訟がメダンで提起されたが、双方とも幾待外れの結果に終わった・WAL磁

の訴訟は、単に訴えるべき権利のためだけでなく、穣」の営業免許の不董発

行についても争った。WAL銀は、訴えの利益という争点にだけは勝利した。

メダンの裁物湧のケースは、鰭方住民による脅しのために、実燦には審理が始

まらなかった。多くの方法で、このような玉露に繋する訴訟は、それが始ま

る鶴に負けてしまうのであった。大金業と駿府の結束の強さは、どのような地

心腫3一
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方の業縁体や独立した紛織も、董義による均衡を鷺題とすることのできないも

のにしてしまうのである。

　簸Uの歴塗は、鎗84年、つまり詫スマトラの》・くつかのコング鶴マ夢ットの

圭つの漸有者であるスカント・タノトIS磁罎to　T餓otoXT罎K餓g　Rool魁

詑スマトラのポルセア欝艇sεalのソソーラダン（S礁orl麟鍛glのパルプ工場を

建てる免許を得たときに始まった。この工場の複合体はソソーラダンに2器ヘク

タールの±地を持ち、また会社の免許地はシバトゥロティング（Sあ雄藩⑪t鐙齢

の露盤の松秣である8万§，総倉ヘクタールをカバーし、農欝である纏の蔦万ヘ

クタールをカバーしている。シバトゥロティング地域は、ボロン綿0海霧およ

びキサト（驚sa⇔灘の流域を含む。これらの辮に集まった水は6万5，260ヘク

タールの一（灘鋤と約66万8，㈱ヘクタ一隅ルの人々に水を供給す

る（ジャカルタ・ぷストく麺裟鍵taPost＞、欝89年6月6鋤．

　最秘は、琶慧の建設は、環境人貸省（KL鶏大臣によっても、土木省大難

によっても支持されてなかった．アジア露発銀行IAD恥は、シバトゥロテ

ィングの森は、銀行の融資を受けた下漉の潅醗機講の保護のために保存する

よう勧告した。この地域は、北スマトラの罫米俸地域達として知られているが、

それ麟、公の機縫等にとってはi欝の事業計画潜鶏題になる理痴となってい

る。しかし、後に、これら2つの省とその飽の3つの省とは，トップ・レベル

の支援を申し鐵た警察・保安大矩のスドモ（S磁倉搬olによって調整がなされた

のである。

　詑スマトラ知事によれば、土地の権利の譲渡は、登馨によ参搾られた雇罵

の機会によって、容易に盤うことができるとされる．最初の段踏では、地域的

にはi，（X婚人の労働者斜新たに雇い入れられる予定であった．5年以内に3，5暮暮

人の労働者になるはずであった。この仕事は、主に肉体労働や養樹の仕事を必

要とする。雇矯の羅能はあったにしても、±地と生活スタイルの転換は地方住

民を根こそぎにし、住民を独立の農民から、生活のために膿」に依存する人

々に変えてしまった．
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　嬢」の工場からの汚染もまた地方建民をめちゃめちゃにした・インドネシア

の弱い汚染麟御システムと縮まって、至欝付近の空気や水は、確実に深灘な

環境問題へと発展する。この産業によ疹生み嵐さ為る化学廃棄物（二酸化塩

素〉は、ポ夢塩銘ビフェニーノレ醗C恥と織様の盤質をもつ、有毒廃棄物は、

不妊を瞬き起こし、癌を発生させる可龍牲をもつ。会歓ぶ操業した途端に、ソ

ソーラダンの工場の近くに沿って生活する人々は、パルプの趣工魑瑠から生じ

る化学廃液を原霞とした深灘な皮膚の病気になった．

　工場の下流1こある計画罵地をもつ魏方の翼GOのシンテサ（Sy溢esa／によれ，

ば、漁民の薮入と多数の魚ぶ減少した。多くは漁をやめることを余儀なくさ

れた．水の色は、化学廃棄勃のために、膏からチョコレートニブラックヘと変

わった。空気は、工場から数キロメートノレの籍霞におよぶ二酸イヒ塩素によ静汚

染されている。替異達は、空気準の大変な臭いのために、縫えず近くで行われ

ている事業のことを思い趨こされる。

　もっと厳し恥環境規講のある飽の国々の経験は、パルプ工場は、汚染を出さ

ないというわ善ナには決していかないということを示している．科学技徳は、適

切なパルプ廃棄物鎚種に関するより汚染の少ない方法をなお麗発しているわけ

ではない。こうして、繊雰最大のパルプ生産者になろうとするインドネシアの

意麟に伴い、また麗在操業中の4§の工場やさらなる鷺の事業謙麟に伴って、大

量の汚染炉予想され、るのである。

　パルプ工場を原石とする環境開題の鱗鍮、インドネシア中に見られる。スマ

トラの靴端のアチェ（Ac短1では、ロク・セウマウェ窪蝕okSe蟹盤3we／のケル

タス・クラフト・アチェ（KerねsK路費A磁el工場の建設が、地域住民によ琴

強い幾覇を受けた。数霧人の地方住民が工場とその契約者、つまり韓本の馨立

造船株式会縫、韓露のダエウーのaεwool株式会縫、そしてインドネシアのト

ゥルバ・ジュロン（Tr麟aJ蟹G簸霧に抗議しながら、工場の敷地まで行進を行

った（インサイド・インドネシアく醸s廼ε撫60艶s鍛＞、臆86年／が、そこで

i人が負傷した。この技議行動は、事業讃露の否定的な影響一汚染と土地の

　　　　　　　　　　　　　　　一i45一
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喪失rのみを受けたが、雇霧の機会は与えられなかったという人々の失望を

表窮したものである。

　パルプ工場からの水汚染は、琴アウ1照a瞬の首都であるペカンバル伊e絵鰹

も鍵瞬のシアク（S捻齢耀においても発疑された。夢アウ大学の調査センターは、

インダー・キアット（至磁麟脇atlパルプ・製紙会社の透くで水質験査を行っ

た。数千人によ鯵、水浴、飲罵、そして洗濯のために縫われている禰は、ペカ

ンバルの飲矯水源でもある。調査によれば、汚染の大部分は、パルプ工場が原

露であった．i年の醗究によ蓉、発ODとCOD（iを85および756、鰺㎎／の

は、工業地域で許容された痙よりはるかに高いものであることが冤いだされた。

BO夏〉の平均は、6囎／老で、CODについては欝㎎／彦である。工場汚染の

飽の毒標は、工場の敬水嚢の警響に育った水車垂墾とま一

の存在である。

　董欝と絶のパルプ製紙会縫の長難的な獲いは、製紙工場へ未擁工の素耕を

供給する水耕農園を作り慮すことである。多くの人々は、この農霞システムは

地方住民に稽益になると考えている。その主張は、中軸濃霧罵小馨俘農システ

ム（飛越de総狂state＆磁S搬a蓋翫。羅erSyste搬慧N狂SSlによ警・簸方住民はそ

の±地に蠕する権騨を失わない麟、その代わ鱗こユーカ夢の木の纏林と栽培に

参撫すること麟できる、というものである．それ嚢体としては、人々は、なお

工場に売隷される本縫の騒益に繋する権利を持つ。しかし、醤建SSシステム

をもっと深く調べていくと、いくつかの幾題点が見いだされる・

　醤碧SSシステムのもとでは、地方往戻は、その土地を確保するオ欺どのよ

うなタイプの木を纏えるか、を選ぶ欝露を失う．通常の人々が様々な工場へ松

紡を売輝する一方で、1欝の餐露SSシステムは、地方控蔑が、消費者の需要

に完全に依存する需要種畜的な取り瞬きパターンに入って行かざるをえない

ようにする。さらに、麺馨は常に買い手により決1定され・ること豊ぐなる。この

システムは、飽の揚翫においてはすでに行われてきている・たとえば・ジャ

　ワのサトウキビ耕作において、そして夢アウと力夢マンタンのヤシ濾やゴムの

一甦§一
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N狂SS農園において、である。

　木材農羅闘殺の許可が鐵されれば、騰設の前には必ず森躰は伐採される。シ

バトゥティングにおけるN鷺SS蕪の皆伐は、深灘な藻箋周題をもたらした．

泉は枯渇し、その時節の鐙植えができなくな鯵，地域申の人々の生活に影響が

鐵ている、地下水の漏鐙は、嚢接に森秣の枯渇につながっていく。

　一、つまりユ一方婆、z一やその鯵の成長
の早い本材による綿塵，紛O万ヘクタールの本税農園は、現在進行申の羅の5カ

年誹蚕（婚総年～鴛襲年〉に含まれている。この麟標とされている詩嚢は無数

の土地の取得麗題を生み饑しそうだ．大体において、低い人員密度の広い地域

を見つけることはほとんど不可龍である．縣にいくつかの事件が報告されてい

るぶ、醤昼SS計露の実行に際しては、ポルセア緯orse瞬で起こった事件に骸

た紛争が起こ鯵そうだ。

　現在、少なくとも，西ジャワのスクマジャヤ（S醸盤毒3y講村懲身の憩§人の

農罠摂ペルフタニ緯e出離a麟・つま警麗家森秣公社に対して統議を行ってい

る。ペノレフタニは、農裟麟ほぼ50年間穫…離した土地を彼らから奪いつつある。

土地轍木材農醗を麗発するため旋網される。農段違はその地方議会で藍義を遽

求する歩、敗記している．

　藩力夢マンタンのナンガ・シアイ僻a鷺繋S墨al）の移動耕俸を行っている人

々が、国家森林公歓によって設定された木材農翼のための境罫を案じている。

その箋鼻は焼爆農業の休馨地域を含み、麹域共構体が育てたゴムの木が立って

いる。これらの地域が蟹家の木材農園計1藝のもとで、後になって纏秣された場

合、そ為は人々が再耕作できないことを意瞭することになる、現在の住罠には

移住する場勝はない。

　森替劣がインドネシア中に本材農躍を設立する努力をやり通すとすれ，ば、土

地をめぐる紛争は塔撫するだけだろう。パルプ産業のために綾絹される予定の、

そしてほとんどの場合、コングロマジットの支醍下に置かれる木材農園は、跳

方住罠からその土地を遠ざけ、生計のために綾らを会縫に依存させ、彼らの±

　　　　　　　　　　　　　　　一翼7一



行政縫会論集　第9巻　第i号

地から生活手段を奪い、環境を途方もなく悪化させることによって・地方の人

々の生活をさらに周辺に追いやっていくことになろう。

　インドネシアの、盤葬車で最大のパルプ盤産者になるという野望は、瞬発途

上の澄界に帰する縫発完了国の経済的支配のパターンを破ろうとする欲求と結

びついている。皮肉なことに、政府と経済エジートが獲得しようとして努力し

ているのは、綾ら炉国民に請して行っていることに似ている。インドネシアは、

木誘生産における夢一ダーにな穆、鰭域の産業大震になろうとする一方、地方

の住民は、その生き残参のために麗うのである。上で逮べた樋では、人々は、

霞らのために権利を主張せざるをえなくなった。成功や失敗を闘わず、瞬発の

ためにインドネシア国民の犠牲となった人々は、その意見を想いてもらいたい

と望んでお蓼、また、綾らの土地、暮らし、そして露虫に対する権利を行捜し

たいと望んでいるのである。

＜ケーススタディ＃鐙　森林産業における支配力の強化〉

　カリマンタン患身の約2，総§人の籐（とう〉職人は・この州を訪れた議員に

よれば、欝鱒年i拷に餓えに苦しんでいた。彼らは、半撫工の帯紐を含めた生

の籐の輪轡を禁宣する新しいインドネシア政購の規麟の結果として、被害を被

っている．

　籐の輸鐵禁並令以前は、力墾マンタンのダヤク（至）3y歌鱒族は、籐の帯紐

やマットを甕接経本や飽の選々に輸磁すること鱒できた。今や、彼らは、

AS罎醗）0、つま警インドネシア家具生産者協会を通じて燦工済み製品を翰

墨しなければならない。ジャワの大きな籐業者もまた、睡豫毒場に氾濫し、こ

編陸の籐の繍を魏㎏当鞍覆，2紛ルピア（繊2鎌ドルゆ為舷5輸レピ

ア（8．3G米ドル）へと弓1き下げる原石になった。

　このため．中央ジャワの知事（Govemorlのスパーモント（S璽｝簾搬。賊⇔は、
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国家の利益のためになる禁鑑令だということはわかるが、地方の人々の必要性

のために便宜も計らなければならない、と逮べな麟ら、訪れていた議会のメン

バーに輸鐵禁止令を調査するよう要請した。

　＜琴蜜イヒに自力〉う傾痙1＞

　籐禁豊令は、生原料から撫工済み製品へと輸轟の方禽を変えることによ静、

羅長承得を坤ばすための政府キャンペrンの単なる一綴懸にすぎない。それは、

原料の輸鐵を徐々に禁養し、インドネシアで合板産業を養成する計醤とともに、

欝齢年に始まった．最勧に、水耕輸畿税潜引き上げられ・た。それから次に、合

極、ベニヤや挽材（ひきざい〉を搾る木材趨工工場を建てるためには法的に免

許が要求されるようになった．暇られた資力や専露知識のために露らの工場を

建てることのできなかった小さな会社は、撫工プラントを作るためのよ穆大き

な免許やいくつかの姥較的小さな許薄に鋳金さ為ていく必要に邉られた。

　最も新しい政策は、挽材の輸出を禁じている。たとえば家具や造形物のよう

な挽材の完成晶の生産と輸鐵とを難1激するために、挽樗の非完成贔のための翰

鐵税は、玉立法メートル婁雛鱒来ドルから75倉米ドルないしi，2§○米ドルヘと

弓1き上げられた．輸廷轟税を払う余撚もない小さな挽材工場は、簾工産業を始め

ざるを得なくなるだろう。しかし、大熱分は、国焼帯場において競争できるで

あろう独露盤を備えるのに必要な資本、政溝的な支援、熟練労簡のプール、そ

して專穆知識を持っていないし、そしてまさにこの故にこそ、コングロマ夢ッ

トに参撫せざるをえなかったのである．

　森林産業における支翫力の強化へ爽かうこの領海は、欝欝年に再決された政

府規則第2i号と共に始まった。この規則は、森抹の麗発に臠する権力を州政府

からジャカルタの森林省（MOF、鮭麺lstryo建醗estrylへと移動させた．その

時から、森秣離籍弓における知事の権銀は、ハク・ペングサハン・フタン醗2R、

｝盤藍Pe簸即s麟鍛｝撫t麗1、言い換え為ば伐採免許摂どこに付与されるべきか

について勧告をなすことに縷定された。
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　＜地方の人々のジレンマ＞

　ig87年に、新法に麗達して、｛一上と，南力墾マンタンの知

事の蚤｛・M・セイド（Sa雄1は、インドネシア環境フォーラム（WAL鐵1出身

のあるグループに語った。r露ま、力婆マンタン　の不法伐採　を　挙しなけ

ればならない。しかし、露ま、減らの　くは、ここ違§年間木　を生産してきた

地方の　業　であることを知っている。太赫瞬発のための新しい　講風木

灘発のためのすぺての免許は、ジ　カルタの麓OFに託されるべきことを必

としたとして　、綾らは、ジ　カルタの脚僚　　への　透方法を持ってない。

それが、彼らが免許を取得できない遜露なのである、今や披らは、不法伐採

であるとみなされる。藁こは、この　くを実　することは大変霞難である。綾

から来る．そこで、路まジレンマに臨っているのだ．

　もともと、　蔓㌘Rによ撃葬水掃生産勅を採取するこれらの人々の伝統的な権孝ll

は、地域共舞体の活動が、R欝欝による活動を紡げないことを条韓として、謄簿

年の親鍵彗によって承認された．土着の人々は、免蔑権者の許可を取得しなけれ

ばならない．しかし、安全を運座として、地方建長の作業は、水鬢伐採活動の

灘導では禁珪されている。

　にもかかわらず、免許保持者は、許可を拒絶したり、単に伐採地域として予

定することによ参、ある地域におけるすべての活動を停止させることぶできる。

そうでない場合でも、経費登の保持者は、損害を地方佐野のせいにすることに

よ吟、綾や彼女の境域を維持し、不法伐採からこれを保護する義務を免れるた

めのアサバイとして地元の森林を篤いること溺できる。いくつかの匿〉疑保持

者は、地方住民に木を饗るよう奨励し、しかるのちに会社がこれを安く購入す

るよう許響を操修することによ警コストを醜減する。飽のケースでは、富裕な

RPR保持者は、地方建民に補穰を払い、その後、薮曾縫地域に破らが接近す

ることを振蒼している。これは、マンキリング（Ma簸躯垂璽魏露のケースで起こ

ったが、地方建罷が免許地の中で移動新修を行う権利を捲香した（ケース・ス

らは、蚤の　　　　　　　　　　　　　 は、ジ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　カルタ　　　　　　族であ蓼、綾らを守らねばならない。許蒋保持
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タディ＃8を晃よ〉。

　移動耕作者をよ鞍手厚く保護することを保瞳する致購命令は鐵されてない．

木材農園の開発を鶏とすれば、インドネシアの森林の再生のための政府による

第一次プランは、移動新修者を再定盤させ、その結果、森躰をこれ以上蚕食す

ることのないようにすることにより、焼燬農業を箆めさせることを霞的とする。

焼爆農業は、ダヤク族文化の統合された部分で、かつ披らの自給の基礎である

力夢マンタンの貧しい土壌にとって簸も適窮な農業システムであるのだぶ、イ

ンドネシアの政策決定者は、その重要性を瞬らかに認識していない。もし、ダ

ヤク族購、政府の将来計画の遠郷こ種作をやめ、｝建Rや、ゴム農蟹や藤の簾

工産業での労働に頼るなら、彼らはその台律性を犠牲にすることになろう．

　＜木材の伐採免許の取得　　あなたは誰で、誰を知っているのか〉

　ダヤク．の住民は、南力夢マンタンの知事が、WAL｝薮に薄して捲摘したよ

うに、破ら窪身の方法で、伐採と森鉢環発を進めるという選採が与えられるこ

とのないままで、種の移動耕俸淋できなくなるように余儀なくされている。

鯵簿年法のもとで、森稼省は、入魂のプロセスなしの免諮を認めた。森林聡発

許可は、省の職員の裁量で認められた．したがって、賢費Rの申講者と行政富

籐の闘の人的麗係は、葬常に重要であった。

　インドネシアの消費者の代表であるペルマディ紺er穣a鵡は、新しい免許保持

者が入るいくつかの次のような新しいカテゴ夢一を瞬らかにした．a）支醍的エリ

ートの友人、b〉支醒釣上歩一トに薄する退去のサ・一ビスのお礼に本材許可が与

えられた人々、c／箆較的下綴の当局から貢勅、つま吟ウペティ（聯e麟のしる

しとして許可を取得した人々、そしてδ〉本当に專絹的な森林企業家、である重｝。

　ペルマディは、最初の三者が森林破壊の現実の実行者であることを明らかに

している2｝。鞍らは、森秣業者ではないので、多くの欝凝の保持者は、下請け

人に伐採を委任する道を選ぶ。i§7§年法のもとでは、不在の免許権者が翼P疑

地域の維持と懇復に対してなお責任を有しているとはいえ、ジャカルタを本
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擁とするエリート摂、下請け人を監督下に置くことはまれである。婚7§年法と

ともに、醗0君は森林を監観する力を失ってしまったのである。最透まで、管

理｝規嚢璽こ違反する琶P翼の保持考に越する麟裁もなかったのである。

　反蝿に、これらの新しい免許権者によって移転させら為た地元産業は。森林の

持続的な管種を行なっていた・ブロイニッヒ（B艶雛董glによれば3｝・力夢マンタ

ンの人々の闘には、持続的な森躰管理の長い伝統潜ある。詫力夢マンタンのダヤ

ク族は、i，§総年前に中国およびエジプトの商人と木越貿易を始めた。ダヤク

族の伐採者は、一として知られる衝撃の少ない労働集約
的な伐採方法を驚いていた．力夢マンタンにおける地方の製秘所の維業員は、

地方住民との長い闘に確立された麗係を採ち、かつ労働集約的で、持続可能な

方法を驚いてきたのである。

　今やインドネシアの森稼麗発は、資本集約的で大規模なものになった。製秘

産業だけでもすでにほぼi，総§人の労働者潜、産業の夢ストラのためにその往

事を失った．

　懲鴨年の矯講以前には、免許地域はi万i，§§§ヘクタールを超えてない煎

今や若干の許醒は6容万ヘクタールに及ぶ。擬麟機　トラッ久チェンソー、ブ

ルドーザー、そして飽の衝撃の大きい重機ぶ大規模な森林伐採においてきわめ

て頻繁に深いられており、その結果、いくつかのコングロマ夢ット解機械製造

工業に投資しているのである．

　＜たこの理論＞

　このように1して、森林産業の構造は、行政官籐の権力の申’むの周馨に群がっ

た大きなコングロマ夢ットの形をとり、よ警小さな（特に地発の〉企業グルー

プに籍する大きな講造的な優越牲を示しているように思われる壌㌧5鎗のイン

ドネシアのR雛｛は、約6，5GO万ヘクタールの森躰をカバーする蕊主として

灘のコングロマ夢ットによ蓼駈有されている．

　新しい規麟ぶ可決され，、または新しい政策が行われる獲：に、これらコングロ

鎗i　｝
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マ夢ットは、その支翻力を築き上げようとして、変化に醗えて生き残ることの

できない産業の中でよむ小さな企業グループを駁敬してし豪うのである。彼ら

が多数のRPR、工場、そして輸鐵ライセンスを蓄積すればするほど、森林産

業の中では、多くの影響力を持つようになる。

　ある企業家ボブ・ハザン（BGも｝ねs3麟は、伐採の許可権、合飯、製材、家

具、そしてパルプ工場を支醸するか、その生産物すぺてを懲分の海上運送会鮭

を通じて輸鐵するのである。この産業の最も有力な企業家として、鞍は4つの

森林産業の連合体であるAS簸脳の0の議長をつとめている。つま甑インド

ネシア森抹協会（難麟、森林免許権者協会IAP鐙｝．そしてインドネシア金

権・パネル製造者協会（AP聖餐DOlがそれである。これ’らの協会を通じて、

ハザンは、森躰生産勃の輪鐵の割当てとメカニズムをコントロールすること斜

できるのである。

　そのような実業工蓼一トは、酸OFよ参もカぷある。コングロマジットは、

政治的な支援と強力な旗ビー活動により、鞍らの利益をサポートする政策の緯

立てに麟激を与えることができるのである。綾らの政治的な立場はまた、新興

工業蟹になるというインドネシアの願望によ吟強化されている．コングロマ夢

ット瀞経済発展に役立つがゆえに、森秣産業の活動と投資都政癒によって保護さ

れるのである。このようなわけで、紛争撰、産業と環境保護グループあるいは地

方住民との驚で起こる場合には、必ず事業者のグループ潜優遇されるのである。

　〈利益優先と環境優先：この2つは属じでありうるか？＞

　いくつかの大国の支遅力麟塔大することは、多数の小躍に余蓼に綱かく権力

を分数することよ滲も環境にとっては良いと儀じている人々漢いる。彼らの議

論は、環境影響の軽減手段を持つ余諾の十分にある大きな畷られた数の会被に

濁する環境焼麟を行うことは比較的容易だ、ということである。

　しかし、現実はそれとは異なっていることを示している。マチュー・クレン

ソン（蟹航撫ewCte簸so瞬が考えたように、ある産業の政治的影響力は、環境麗
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題に嬉する政癒の難癖に影響を及ぼす最も重要な要鑓とな叶うるのである5｝。

たとえば、臆鎗年代の後半および灘年代においては、アメ夢力会衆蟹のインデ

ィアナ州のゲ婆一（Gary〉において、盤渓は、大気汚染条弼麟定の遵を選ばな

かった。というのは、彼らは、最大の金業つま蓉大気汚染者であり、瞬の（2

万5千人の労働者の〉雇罵者であるU　Sスティールの経済的なカを恐れたから

である。対照的に、近隣のイ夢ノイ州の東シカゴ町は、影響の大きい大気汚染

焼網を、そのような法律を難重しようとする地方の産業界の運動かなされたに

もかかわらず、可決した。もっとも、東シカゴの産業の基礎は、大部分中小規

模の会縫によってのみ構成されていたけれども。クレンソンは、凄艶

との譲警聾ま、　れ　　　カ　の一　　　多式である、と結論付けて》・る5｝．

〈執筆者注〉

i〉　ε羅躍，罵。麗魏舵γ198寂Ga慧糞9．

2）　懸鼠

3〉　8辮麗麗葱．

逢〉Rθ伽ε擁，翫勧戒1囎6．翻。輪esia：撒e霞ls穆。葦Ca費1ね載躍鴛εツゴ躍纏廃

　ノ隻露2鴛＆び箆露｛罵、

5〉　（他郷醗．醒α銑欝雌、1971．7勉ひ鯵君。翻心‘ゾ痴ヂPoJ癬ゴ醗二護s鰍むダ

　論捨β魔s擁耀毒魏9魏魏。露を鼠翫露魏醐二丁勉10纏飾麺ゴ郷醜貌欝麹

　P鑑εεs．

〈訳者注〉　以上をもって、匿背縫譲集垂第5巻第2号（欝§2年簸月〉以来、5醤

にわた管連載したシ塁一ズを終えることにする．
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